


1. 鉛直平面内の2重振り子の運動について考える． 図のように質量mの2つの小球が

長さ1の軽い糸で，固定された支点から順につるされており， 糸が緩まない状態で

微小振動している． 図のように鉛直方向からの糸の傾き角を例(« 1)と仰(« 1)と

し，また重力加速度の大きさをg とする． 以下の設問に答えよ．

(a) 小球 1 と小球 2 それぞれの運動エネルギー を書け．

(b) 小球 1 と小球 2 それぞれのポテンシャルエネルギーを書け．

(c)この系のラグランジュの運動方程式を示し，微小振動では近似的に，
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の2式が成り立つことを示せ．

(d) この系の微小振動を固有モ ー ドに分解して考える． それぞれの固有モ ー ドの固有角

振動数を求めよ． また， それぞれの固有モ ー ドで小球 1 と小球 2 がどのように運動

するか、 簡潔に記述せよ． 図を用いても良い．
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天井に近い球を小球１，遠い球を
小球２とする。


















